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1  関連資料

Order code:

Ext. ord. cd.:

Ser. no.:

www.endress.com/deviceviewer Endress+Hauser

Operations App

XXXXXXXXXXXX

XXXXX-XXXXXX

XXX.XXXX.XX

Serial number

1.

3.

2.

  A0023555

2  本説明書について
2.1  資料の機能
簡易取扱説明書には、納品内容確認から初回の設定までに必要なすべての情報が記載され
ています。

2.2  シンボル
2.2.1  安全シンボル

!"
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危険な状況を警告するシンボルです。この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡
したり、大けがをしたりするほか、爆発・火災を引き起こす恐れがあります。

!"

危険な状況を警告するシンボルです。この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡、
大けが、爆発、火災の恐れがあります。

!"

危険な状況を警告するシンボルです。この表示を無視して誤った取り扱いをすると、けが、
物的損害の恐れがあります。

!"

人身傷害につながらない、手順やその他の事象に関する情報を示すシンボルです。

2.2.2  電気シンボル
接地端子：
接地システムへの接続用端子です。

2.2.3  特定情報に関するシンボル
許可：
許可された手順、プロセス、動作

禁止：
禁止された手順、プロセス、動作

追加情報：
資料参照：
ページ参照：
一連のステップ： 1. , 2. , 3.

個々のステップの結果：
2.2.4  図中のシンボル
項目番号：1, 2, 3 ...
一連のステップ： 1. , 2. , 3.

図：A, B, C, ...
2.2.5  機器のシンボル
安全上の注意事項：
関連する取扱説明書に記載されている安全上の注意事項に従ってください。
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2.2.6  通信シンボル

2.3  登録商標
HART®
FieldComm Group, Austin, Texas, USA の登録商標です。
Bluetooth®
Bluetooth® の文字商標とロゴは Bluetooth SIG, Inc. の登録商標であり、Endress+Hauser は
許可を受けてこのマークを使用しています。その他の商標や商品名は、その所有者に帰属
します。
Apple®
Apple、Apple ロゴ、iPhone、iPod touch は、米国その他各国で登録された Apple Inc. の商
標です。App Store は Apple Inc. のサービスマークです。
Android®
Android、Google Play、Google Play ロゴは Google Inc. の登録商標です。

3  安全上の基本注意事項
3.1  作業員の要件
設置、設定、診断、およびメンテナンスを実施する要員は、以下の要件を満たさなければ
なりません。
‣ 訓練を受けて、当該任務および作業に関する資格を取得した専門作業員であること
‣ 施設責任者の許可を得ていること
‣ 各地域/各国の法規を熟知していること
‣ 専門作業員は作業を開始する前に、取扱説明書、補足資料、および証明書（用途に応じ

て）の説明を熟読して理解しておく必要があります。
‣ 指示に従い、条件を遵守すること
オペレーター要員は、以下の要件を満たさなければなりません。
‣ 施設責任者からその作業に必要な訓練および許可を得ていること
‣ 本取扱説明書の指示に従ってください。

3.2  指定用途
Deltabar は、圧力/流量/レベル/差圧測定用の差圧伝送器です。

3.2.1  不適切な用途
不適切な、あるいは指定用途以外での使用に起因する損傷については、製造者は責任を負
いません。
不明な場合の確認：
‣ 特殊な液体および洗浄液に関して、Endress+Hauser では接液部材質の耐食性確認のサ

ポートを提供いたしますが、保証や責任は負いかねます。
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3.3  労働安全
機器で作業する場合：
‣ 各地域/各国の法規制に従って必要な個人用保護具を着用してください。
‣ 機器を接続する前に、電源電圧をオフにしてください。

3.4  操作上の安全性
けがに注意！
‣ 適切な技術的条件下でエラーや不具合がない場合にのみ、機器を操作してください。
‣ 施設作業者には、機器を支障なく操作できるようにする責任があります。

機器の改造
機器を無断で変更することは、予測不可能な危険を招く恐れがあり、認められません。
‣ 変更が必要な場合は、弊社営業所もしくは販売代理店にお問い合わせください。

修理
操作上の安全性と信頼性を保証するために、以下の点にご注意ください。
‣ 機器の修理は、そのことが明確に許可されている場合にのみ実施してください。
‣ 電気機器の修理に関する各地域/各国の規定を遵守してください。
‣ 弊社純正スペアパーツおよびアクセサリのみを使用してください。

危険場所
危険場所で機器を使用する場合に、身体やプラントが危険にさらされないよう、以下の点
にご注意ください（例：防爆、圧力機器安全）。
‣ 注文した機器が危険場所仕様になっているか、銘板を確認してください。
‣ 本書に付随する別冊の補足資料の記載事項にご注意ください。

3.5  製品の安全性
本機器は、最新の安全要件に適合するように GEP（Good Engineering Practice）に従って設
計され、テストされて安全に操作できる状態で工場から出荷されます。
本機器は一般的な安全基準および法的要件を満たしています。また、機器固有の EC 適合
宣言に明記された EC 指令にも準拠します。Endress+Hauser は機器に CE マークを貼付す
ることにより、機器の適合性を保証します。

3.6  機能安全（SIL）（オプション）
機器を機能安全アプリケーションで使用する場合は、機能安全マニュアルを厳守する必要
があります。

3.7  IT セキュリティ
Endress+Hauser では、取扱説明書の記載内容に従って本機器が設置および使用された場合
にのみ保証いたします。本機器は、いかなる予期しない設定変更に対しても保護するセキ
ュリティ機構を備えています。事業者が定める IT セキュリティ規格への適合、および機器
と機器のデータ伝送に関する追加的な保護を目的とした IT セキュリティ対策については、
事業者自身が実施する必要があります。
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3.8  機器固有の IT セキュリティ
本機器はオペレータによる保護対策をサポートする固有の機能を備えます。この機能はユ
ーザー設定が可能であり、適切に使用すると操作の安全性向上が保証されます。最も重要
な機能の概要は、次のセクションに示されています。
• ハードウェア書き込み保護スイッチによる書き込み保護
• ユーザーの役割を変更するためのアクセスコード（ディスプレイ、Bluetooth、

FieldCare、DeviceCare、アセット管理ツール（ 例：AMS、PDM）を使用した操作に適
用）

4  納品内容確認および製品識別表示
4.1  納品内容確認

DELIVERY NOTE

1 = 2

  A0016870

• 発送書類のオーダーコード（1）と製品ステッカーのオーダーコード（2）が一致する
か？

• 納入品に損傷がないか？
• 銘板のデータがご注文の仕様および発送書類と一致しているか？
• ドキュメントはあるか？
• 必要に応じて（銘板を参照）：安全上の注意事項（XA）が提供されているか？

いずれかの質問の回答が「いいえ」の場合は、Endress+Hauser にお問い合わせくだ
さい。

4.2  保管および輸送
4.2.1  保管条件
• 当社出荷時の梱包材をご利用ください。
• 機器を清潔で乾燥した環境で保管し、衝撃による損傷から保護してください。

保管温度範囲
技術仕様書を参照してください。
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4.2.2  測定点までの製品の搬送
L警告

不適切な輸送！
ハウジングおよびメンブレンが損傷する危険性があります。けがの危険性があります。
‣ 機器を測定点に輸送する場合、当社出荷時の梱包材をご利用ください。

5  取付け
注記

不正な取扱いにより、機器が損傷する可能性があります。
‣ いかなる状況においても項目番号（1）のネジを取り外さないでください。取り外した

場合は保証が無効になります。

1

  A0025336

5.1  取付要件
5.1.1  一般的な設置説明
• 硬いものや鋭利なものでメンブレンを触ったり、洗浄したりしないでください。
• 設置する直前までメンブレン保護キャップを取り外さないでください。

ハウジングカバーと電線管接続口は常にしっかりと留めつけてください。
1. 電線管接続口を逆に締め付けます。
2. カップリングナットを締め付けます。

5.1.2  設置方法
• 現場表示器が最も見やすくなるように、ハウジングと現場表示器の配置を調整します。
• Endress+Hauser では、機器をパイプまたは壁面に取り付けるための取付ブラケットをご

用意しています。
• 固形物を含む媒体（汚濁液など）の測定では、セパレータやドレンバルブを設置すると

沈殿物を除去することができます。
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• バルブマニホールドを使用すると、プロセスを中断することなく設定、設置、メンテナ
ンス作業を容易に行うことができます。

• 機器の取付け、電気接続、および操作時に、湿気などの水分がハウジングに侵入しない
ようにしてください。

• 可能な場合は必ずケーブルおよびプラグを下方に向け、水分（雨水や結露など）の侵入
を防止してください。

5.1.3  導圧管の設置
• 推奨される導圧管については、DIN 19210「流量測定機器の差圧配管」または対応する

国内/国際規格を参照してください。
• 導圧管を屋外に配管する場合は、パイプトレースヒータなどの十分な凍結防止対策を講

じてください。
• 導圧管の設置には、少なくとも 10 % の単調傾斜が必要です。

5.2  機器の取付け
5.2.1  流量測定
気体の流量測定
復水がプロセスパイプ内に流れるように、機器を測定点より上に取り付けてください。

蒸気の流量測定
• 機器を測定点より下に取り付けてください。
• 機器から同じ距離で、タッピングポイントと同じ高さにコンデンスポットを取り付けま

す。
• 設定の前に、配管をコンデンスポットの高さまで満たします。

液体の流量測定
• 配管を常に液体で満たし、気泡がプロセスパイプに逆流できるように、機器を測定点よ

り下に取り付けます。
• 固形物を含む媒体（汚濁液など）の測定では、セパレータやドレンバルブを設置すると

沈殿物を除去することができます。

5.2.2  レベル測定
開放型容器のレベル測定
• 配管に常に液体が満たされるように、機器を下部測定接続部より下に取り付けます。
• 低圧側は大気圧に開放します。
• 固形物を含む媒体（汚濁液など）の測定では、セパレータやドレンバルブを設置すると

沈殿物を除去することができます。

密閉容器のレベル測定
• 配管に常に液体が満たされるように、機器を下部測定接続部より下に取り付けます。
• 必ず最高レベルより上側に低圧側を接続してください。
• 固形物を含む媒体（汚濁液など）の測定では、セパレータやドレンバルブを設置すると

沈殿物を除去することができます。
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蒸気が層を成す密閉容器のレベル測定
• 配管に常に液体が満たされるように、機器を下部測定接続部より下に取り付けます。
• 必ず最高レベルより上側に低圧側を接続してください。
• コンデンスポットにより、低圧側の圧力が一定に保たれます。
• 固形物を含む媒体（汚濁液など）の測定では、セパレータやドレンバルブを設置すると

沈殿物を除去することができます。

5.2.3  圧力測定
16 MPa (2 400 psi) および 25 MPa (3 750 psi) センサによる圧力測定
• 復水がプロセスパイプ内に流れるように、機器を測定点より上に取り付けてください。
• 低圧側サイドフランジにネジ留めされたリファレンス空気フィルタを介して、マイナス

側を大気圧に開放します。

5.2.4  差圧測定
気体および蒸気の差圧測定
復水がプロセスパイプ内に流れるように、機器を測定点より上に取り付けてください。

液体の差圧測定
• 配管を常に液体で満たし、気泡がプロセスパイプに逆流できるように、機器を測定点よ

り下に取り付けます。
• 固形物を含む媒体（汚濁液など）の測定では、セパレータやドレンバルブを設置すると

沈殿物を除去することができます。

5.2.5  ハウジングカバーの密閉
注記

汚れや付着物によりネジ/ハウジングカバーが損傷する可能性があります。
‣ カバーおよびハウジングのネジから汚れ（砂など）を取り除いてください。
‣ カバーを閉じるときに抵抗を感じた場合は、ネジに付着物がないことを再度確認してく

ださい。

ハウジングのネジ
電子回路部と端子接続部のネジは、摩擦防止コーティングを施すことが可能です。
以下は、すべてのハウジング材質に適用されます。

 ハウジングのネジは潤滑しないでください。

6  電気接続
6.1  接続要件
6.1.1  電位平衡
機器の保護接地は接続しないでください。必要に応じて、機器の接続前に、等電位線を機
器の外部接地端子に接続することができます。
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1

  A0045412

1 等電位線接続用の接地端子

L警告
爆発の危険性
‣ 危険場所のアプリケーションにおける安全上の注意事項については、個別の関連資料を

参照してください。

電磁適合性を最適化するには、以下を実施してください。
• 等電位線をできるだけ短くします。
• 2.5 mm2（14 AWG）以上の断面積を確保します。

6.2  機器の接続

1

  A0043806

1 端子部蓋

ハウジングのネジ
電子回路部と端子接続部のネジは、摩擦防止コーティングを施すことが可能です。
以下は、すべてのハウジング材質に適用されます。

 ハウジングのネジは潤滑しないでください。
6.2.1  電源電圧
• Ex d、Ex e、非防爆：電源電圧：10.5～35 VDC
• Ex i：電源電圧：10.5～30 VDC
• 公称電流：4～20 mA HART

電源ユニットは、安全性認定を取得し（例：PELV、SELV、クラス 2）、関連するプロ
トコル仕様を遵守する必要があります。4～20 mA の場合、HART と同じ要件が適用
されます。

機器の電源がオンのときの供給電圧に応じて、以下が実行されます。
• バックライトがオフに切り替わります（供給電圧 < 15 V）。
• Bluetooth 機能（注文オプション）もオフに切り替わります（供給電圧 < 12 V）。
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6.2.2  端子
• 電源電圧および内部の接地端子：0.5～2.5 mm2 (20～14 AWG)
• 外部の接地端子：0.5～4 mm2 (20～12 AWG)

6.2.3  ケーブル仕様
• ケーブルシールドの保護接地または接地：定格断面積 > 1 mm2 （17 AWG）

定格断面積 0.5 mm2（20 AWG）～2.5 mm2（13 AWG）
• ケーブル外径：Ø5～12 mm (0.2～0.47 in) は、使用するケーブルグランドに応じて異な

ります（技術仕様書を参照）。

6.2.4  4～20 mA HART

2

3

4

Y
+ +

- -I

1

mA

  A0028908

 1 HART 接続のブロック図
1 HART 通信機器
2 HART 通信用抵抗器
3 電源
4 マルチメーター

低インピーダンス電源の場合、常に 250 Ω の HART 通信用抵抗器を信号線に設置する
必要があります。
以下の電圧降下を考慮してください。
最大 6 V：250 Ω 通信用抵抗器の場合

6.2.5  過電圧保護
過電圧保護機能（オプション）のない機器
Endress+Hauser 製機器は、製品規格 IEC/DIN EN 61326-1（Table 2 産業環境）の要件を満
たします。
ポートのタイプ（DC 電源、入力/出力ポート）に応じて、過渡過電圧（サージ）に関する
IEC / DIN EN 61326-1 に準拠した、以下のさまざまな試験水準が適用されます（IEC / DIN
EN 61000-4-5 サージ）。
DC 電源ポートおよび入力/出力ポートの試験水準は 1000 V（ライン - 接地間）です。
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オプションの過電圧保護機能付き機器
• スパーク電圧：最小 DC 400 V
• IEC / DIN EN 60079-14 第 12.3 節（IEC / DIN EN 60060-1 第 7 章）に準拠した試験済み
• 公称放電電流：10 kA

過電圧カテゴリー
過電圧カテゴリー II

6.2.6  配線
L警告

通電している可能性があります。
感電および/または爆発の危険性があります。
‣ 機器を危険場所で使用する場合、該当する国内規格および安全上の注意事項（XA）に

記載される仕様を遵守してください。指定されたケーブルグランドを使用してくださ
い。

‣ 供給電圧が銘板に示されている仕様と一致している必要があります。
‣ 電源のスイッチを切ってから機器を接続します。
‣ 必要に応じて、機器の接続前に、等電位線を伝送器の外部接地端子に接続することがで

きます。
‣ IEC/EN 61010 に従って、本機器に適合するサーキットブレーカーを用意する必要があ

ります。
‣ 供給電圧と過電圧カテゴリーを十分に考慮して、ケーブルを適切に絶縁する必要があり

ます。
‣ 周囲温度を十分に考慮して、接続ケーブルには適切な温度安定性が必要です。
‣ 必ずカバーを閉めた状態で機器を操作してください。
‣ 逆接、高周波数の影響、サージ電圧に対する保護回路が搭載されています。

以下の手順に従って機器を接続します。
1. カバーのロックを解除します（使用している場合）。
2. カバーのネジを取り外します。
3. ケーブルをケーブルグランドまたは電線管接続口に通します。
4. ケーブルを接続します。
5. 漏れ防止のため、ケーブルグランドまたは電線管接続口を締め付けます。ハウジン

グ接続口を逆に締め付けます。M20 ケーブルグランドに適したアクロスフラット幅
AF24/25 8 Nm (5.9 lbf ft) の工具を使用してください。

6. カバーのネジを端子部にしっかりと締め付けます。
7. （取り付けている場合）六角レンチを使用して、カバーロックのネジを締め付けます

（0.7 Nm (0.52 lbf ft)±0.2 Nm (0.15 lbf ft)）。
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6.2.7  端子の割当て
シングルコンパートメントハウジング

+

-

1

2

3

  A0042594

 2 端子部の接続端子と接地端子
1 プラス端子
2 マイナス端子
3 内部の接地端子



電気接続 Deltabar PMD75B HART

14 Endress+Hauser

デュアルコンパートメントハウジング

+-

123

  A0042803

 3 端子部の接続端子と接地端子
1 プラス端子
2 マイナス端子
3 内部の接地端子

6.2.8  電線管接続口

1 2

  A0045414

1 電線管接続口
2 ダミープラグ

電線管接続口のタイプは、ご注文の機器バージョンに応じて異なります。
接続ケーブルを必ず下向きに通して、端子部に湿気などの水分が侵入しないようにし
てください。
必要に応じて、ドリップループを作成するか、または日除けカバーを使用してくださ
い。



Deltabar PMD75B HART 電気接続

Endress+Hauser 15

6.2.9  使用可能な機器プラグ
プラグ付き機器の場合、接続のためにハウジングを開く必要はありません。
密閉シールを使用して、湿気などの水分が機器内に侵入することを防止してくださ
い。

ハーティングプラグ Han7D 付き機器

Han7D

–+

+ –

– +A B

1

5

4

678

2

3

  A0041011

A ハーティングプラグ Han7D 付き機器の電気的接続
B 機器側のプラグイン接続
- 茶色
 緑色/黄色
+ 青色

6.3  保護等級の保証
6.3.1  電線管接続口
• グランド M20、プラスチック、IP66/68 TYPE 4X/6P
• グランド M20、ニッケルめっき真鍮、IP66/68 TYPE 4X/6P
• グランド M20、SUS 316L 相当、IP66/68 TYPE 4X/6P
• ネジ M20、IP66/68 TYPE 4X/6P
• ネジ G1/2、IP66/68 TYPE 4X/6P

G1/2 ネジを選択した場合、機器の納入範囲に M20 ネジ（標準）の他に、G1/2 アダプタ
とその関連資料が含まれます。

• ネジ NPT1/2、IP66/68 TYPE 4X/6P
• ダミープラグ輸送保護：IP22、TYPE 2
• HAN7D プラグ、90 度、IP65 NEMA Type 4X
• M12 プラグ

ハウジング閉鎖および接続ケーブルの接続時：IP66/67、NEMA Type 4X
ハウジング開放または接続ケーブルの非接続時：IP20、NEMA Type 1
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注記
M12 プラグおよび HAN7D プラグ：不適切な取付けにより、IP 保護等級が無効になる場合
があります。
‣ 保護等級は、使用する接続ケーブルを接続し、ネジをしっかりと締め付けている場合に

のみ有効です。
‣ 保護等級は、使用する接続ケーブルの仕様が IP67、NEMA Type 4X に準拠している場合

にのみ有効です。
‣ IP 保護等級は、ダミーキャップを使用するか、またはケーブルを接続している場合にの

み保持されます。

7  操作オプション
7.1  エレクトロニックインサート上の操作キーおよび DIP スイッチ

1

2
Alarm

o
n

o
ff

M
a
x

S
W

Zero/I

Span/II

Display

34

  A0039285

1 測定レンジ下限値用の操作キー（Zero）
2 測定レンジ上限値用の操作キー（Span）
3 アラーム電流用 DIP スイッチ
4 機器のロック/ロック解除用 DIP スイッチ

DIP スイッチの設定は、その他の操作手段（例：FieldCare/DeviceCare）による設定よ
りも優先されます。
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7.2  現場表示器による操作メニューへのアクセス
7.2.1  機器ディスプレイ（オプション）
機能：
• 測定値、エラーメッセージ、通知メッセージの表示
• バックライト、機器エラー発生時は緑から赤に変化
• 機器ディスプレイは容易に取り外すことができます。
• L 字型デュアル端子箱部の場合は、機器ディスプレイをハウジングの上部と側面のいず

れにも取り付けることができます。
機器ディスプレイは、Bluetooth® ワイヤレス技術の追加オプションを選択した場合に
使用できます。
供給電圧および消費電流に応じて、バックライトのオン/オフが切り替わります。
供給電圧および消費電流に応じて、Bluetooth のオン/オフを切り替えることができま
す。

1

4 5 6 7 8

2

3

  A0047143

 4 セグメント表示部
1 測定値（最大 5 桁）
2 バーグラフ（電流出力に比例）
3 測定値の単位
4 ロック（機器がロック状態の場合、シンボルが表示されます）
5 Bluetooth（Bluetooth 接続が有効な場合、シンボルが点滅します）
6 HART 通信（HART 通信が有効な場合、シンボルが表示されます）
7 平方根抽出（測定値の平方根抽出が出力される場合に表示されます）
8 測定値出力（%）

以下の図は表示例です。表示内容は表示設定に応じて異なります。
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  A0047141

 5 光学式操作キー付きグラフィックディスプレイ
1 測定値（最大 12 桁）
2 測定値の単位
3 バーグラフ（電流出力に比例）
4 バーグラフの単位
5 電流出力に関するシンボル
6 表示される測定値に関するシンボル（例：p = 圧力）
7 光学式操作キー
8 キーのフィードバックに関するシンボル。さまざまなシンボルが表示されます：円（塗りつぶし

なし）= キーの短押し、円（塗りつぶし）= キーの長押し、円（X マーク付き）= Bluetooth 接続
のため操作不可

9 デバイスのタグ
10 Bluetooth（Bluetooth 接続が有効な場合、シンボルが点滅します）
11 HART 通信（HART 通信が有効な場合、シンボルが表示されます）
12 ロック（機器がロック状態の場合、シンボルが表示されます）
13 平方根抽出に関するシンボル

•  操作キー
• 選択項目が下方向へ移動
• パラメータ数値の入力

•  操作キー
• 選択項目が上方向へ移動
• パラメータ数値の入力

•  操作キー
• 入力値の確定
• 次の項目にジャンプ
• メニュー項目を選択して編集モードを有効化
• ディスプレイ操作のロック解除およびロック
•  キーの長押しにより、選択したパラメータの簡単な説明を表示（利用可能な場合）

•  キーおよび  キー（ESC 機能）
• 変更した値を保存せずにパラメータの編集モードを終了
• メニューの選択レベル：これらのキーを同時に押すと、メニュー内のレベルが 1 つ上

に戻ります。
• これらのキーを同時に押すと上のレベルに戻ります
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8  設定
8.1  準備
測定範囲および測定値の伝送単位は、銘板のデータと一致します。

L警告
電流出力設定は安全性に関わります。
この状況により、製品のオーバーフローが発生するおそれがあります。
‣ 電流出力の設定は、PV 割当 パラメータの設定に応じて異なります。
‣ PV 割当 パラメータの変更後は、範囲の設定（LRV および URV）を確認し、必要に応じ

て再設定してください。

L警告
プロセス圧力が許容最大値を上回ることや、許容最小値を下回ることがないように注意し
てください。
部品が破裂した場合のけがに注意！圧力が高くなりすぎると警告が表示されます。
‣ 機器の圧力が許容最小圧力を下回るか、または許容最大圧力を上回る場合、メッセージ

が出力されます。
‣ 測定範囲限界内でのみ機器を使用してください。

8.1.1  納入時の状態
カスタマイズ設定を注文しなかった場合：
• PV 割当 パラメータ 圧力 オプション
• 規定のセンサ基準値により校正値を設定
• アラーム電流は最小（3.6 mA）に設定されます（注文時にその他のオプションを選択し

なかった場合のみ）
• DIP スイッチ：オフ位置
• Bluetooth オプションをご注文の場合、Bluetooth：オン

8.2  機能チェック
機器の使用を開始する前に以下の機能チェックを実施してください。
•「設置状況の確認」チェックリスト（「設置」セクションを参照）
•「配線状況の確認」チェックリスト（「電気接続」セクションを参照）

8.3  操作言語の設定
8.3.1  現場表示器

操作言語の設定
操作言語を設定する場合、最初にディスプレイのロックを解除する必要があります。

1.  キーを 2 秒 以上押します。
 ダイアログボックスが表示されます。

2. ディスプレイ操作のロックを解除します。
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3. メインメニューで Language パラメータ を選択します。
4.  キーを押します。
5.  または  キーを使用して目的の言語を選択します。
6.  キーを押します。

以下の場合、ディスプレイ操作が自動的にロックされます。
• メインページでキー入力のない状態が 1 min 続いた場合
• 操作メニュー内でキー入力のない状態が 10 min 続いた場合

ディスプレイ操作 - ロック/ロック解除
光学式キーをロック/ロック解除するには、 キーを 2 秒以上押します。表示されるダイ
アログからディスプレイ操作をロック/ロック解除できます。
以下の場合、ディスプレイ操作が自動的にロックされます（SIL ウィザードを除く）。
• メインページでキー入力のない状態が 1 分間続いた場合
• 操作メニュー内でキー入力のない状態が 10 分間続いた場合

8.3.2  操作ツール
操作ツールの説明を参照してください。

8.4  機器の設定
8.4.1  エレクトロニックインサートのキーによる設定
以下の機能は、エレクトロニックインサート上のキーを使用して操作できます。
• 位置補正（ゼロ点補正）

機器の取付方向により圧力シフトが生じる場合があります。
この圧力シフトは位置補正により修正することができます。

• 測定レンジ下限値と測定レンジ上限値の設定
加えられる圧力は、センサの基準圧力限界内に収まっている必要があります（銘板の仕
様を参照）。

• 機器のリセット

位置補正の実施
1. 圧力が印加されていない状態の機器を目的の位置に設置します。
2. 「Zero」キーと「Span」キーを同時に 3 秒以上押します。
3. LED が短時間点灯した場合、位置補正用に印加された圧力が承認されたことを示し

ます。

測定レンジ下限値の設定（圧力またはスケール変数）
1. 測定レンジ下限値として使用する圧力を機器に印加します。
2. 「Zero」キーを 3 秒以上押します。
3. LED が短時間点灯した場合、測定レンジ下限値用に印加された圧力が承認されたこ

とを示します。
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測定レンジ上限値の設定（圧力またはスケール変数）
1. 測定レンジ上限値として使用する圧力を機器に印加します。
2. 「Span」キーを 3 秒以上押します。
3. LED が短時間点灯した場合、測定レンジ上限値用に印加された圧力が承認されたこ

とを示します。
4. エレクトロニックインサートの LED が点灯しない場合

 測定レンジ上限値用に印加された圧力が承認されていません。
PV 割当 パラメータでスケーリングされた変数 オプションを選択し、スケーリン
グされた変数転送機能 パラメータでテーブル オプションを選択した場合は、ウ
ェット校正を実行できません。

設定の確認（圧力またはスケール変数）
1. 「Zero」キーを少し（約 1 秒間）押したままにして、測定レンジ下限値を表示しま

す。
2. 「Span」キーを少し（約 1 秒間）押したままにして、測定レンジ上限値を表示しま

す。
3. 「Zero」キーと「Span」キーを同時に少し（約 1 秒間）押したままにして、位置オフ

セットを表示します。

機器のリセット
‣「Zero」キーと「Span」キーを同時に 12 秒以上押したままにします。

8.4.2  設定ウィザードによる設定
FieldCare、DeviceCare 1)、SmartBlue、ディスプレイでは、設定 ウィザードに従って、初
期調整ステップを実行できます。AMS または PDM を使用して設定することもできます。

1. 機器を FieldCare または DeviceCare に接続します。
2. FieldCare または DeviceCare で機器を開きます。

 機器のダッシュボード（ホームページ）が表示されます。
3. ガイダンス メニューで、設定 ウィザードをクリックしてウィザードを開きます。
4. 各パラメータに適切な値を入力するか、または適切な項目を選択します。これらの

値は機器に直接書き込まれます。
5. 「Next（次へ）」をクリックして次のページに移動します。
6. すべてのページの入力が完了したら、「End（終了）」をクリックして設定 ウィザード

を終了します。

すべての必要なパラメータを設定する前に設定 ウィザードをキャンセルした場合、機
器が未設定の状態になる可能性があります。この場合、機器を初期設定にリセットす
ることをお勧めします。

1) DeviceCare は www.software-products.endress.com からダウンロードできます。製品をダウンロードするに
は、Endress+Hauser ソフトウェアポータルへの登録が必要です。
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例：電流出力における圧力値の出力
圧力と温度の単位は自動的に変換されます。その他の単位は変換されません。

以下の例では、タンクの圧力値を測定し、電流出力で出力します。最高圧力
45 kPa (6.75 psi) は 20 mA 電流に対応します。4 mA 電流は圧力 5 kPa (0.75 psi) に対応
します。
必須条件：
• 測定変数が圧力に正比例していること。
• 機器の取付方向に起因して、測定値に圧力シフト（容器が空または部分的に充填されて

いる場合に測定値がゼロ以外になる）が生じる場合があります。
必要に応じて位置補正を実行します。

• PV 割当 パラメータで、圧力 オプションを選択する必要があります（初期設定）。
ディスプレイ：ガイダンス メニューの設定 ウィザードで、PV 割当 パラメータまで  キ
ーを押し続けます。 キーを押して確定し、圧力 オプションを選択して、 キーを押
して確定します。

B

450 mbar

20 mA

A

50 mbar

4 mA

I

[mA]

20

4
50 p

[mbar]
450

–

+

+ -

  A0039093

A 下限値出力
B 上限値出力

調整：
1. 下限値出力 パラメータ（5 kPa (0.75 psi)）を使用して 4 mA 電流の圧力値を入力し

ます。
2. 上限値出力 パラメータ（45 kPa (6.75 psi)）を使用して 20 mA 電流の圧力値を入力

します。
結果：測定範囲が 4～20 mA に設定されます。

例：電流出力における流量値の出力
以下の例では、流量値の出力を電流出力で測定します。
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• 必要に応じて位置補正を実行します。
• 流量信号を 0～100 m3/h 4～20 mA の値で出力

100 m3/h は 3 kPa (0.435 psi) に相当
メニューパス：ガイダンス → 設定
• PV 割当 パラメータで、スケーリングされた変数 オプションを選択します。
• 圧力単位 パラメータおよびスケーリングされた変数単位 パラメータで、希望する単位を

選択します。
• 出力電流 転送機能 パラメータで、開平(Square) オプションを選択します。
• 圧力値 1 パラメータ / スケーリングされた変数 1 パラメータ

0 kPa (0 psi) / 0 m3/h を入力します。
• 圧力値 2 パラメータ / スケーリングされた変数 2 パラメータ

3 kPa (0.435 psi) / 100 m3/h を入力します。
流量を測定値として表示せず、平方根の抽出値のみ出力する場合は、以下の手順で行いま
す。
メニューパス：ガイダンス → 設定
• PV 割当 パラメータで、圧力 オプションを選択します。
• 出力電流 転送機能 パラメータで、開平(Square) オプションを選択します。
• 下限値出力 パラメータ で、0 kPa (0 psi) を入力します。
• 上限値出力 パラメータ で、3 kPa (0.435 psi) を入力します。

8.4.3  設定ウィザードを使用しない設定
例：タンク内容量測定の設定

圧力と温度の単位は自動的に変換されます。その他の単位は変換されません。

以下の例では、タンクの容量をリットル単位で測定します。最大容量 1 000 l (264 gal) は、
圧力 45 kPa (6.75 psi) に対応します。
最小容量 0 リットルは圧力 5 kPa (0.75 psi) に対応します。
必須条件：
• 測定変数が圧力に正比例していること。
• 機器の取付方向に起因して、測定値に圧力シフト（容器が空または部分的に充填されて

いる場合に測定値がゼロ以外になる）が生じる場合があります。
必要に応じて位置補正を実行します。
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A 「圧力値 1」 パラメータおよび「スケーリングされた変数 1」 パラメータ
B 「圧力値 2」 パラメータおよび「スケーリングされた変数 2」 パラメータ

現在の圧力は、操作ツールの同じ設定ページの「圧力」フィールドに表示されます。

1. 圧力値 1 パラメータ：5 kPa (0.75 psi) を使用して下限校正ポイントの圧力値を入力
します。
 メニューパス：アプリケーション → センサ → スケーリングされた変数 → 圧力値

1
2. スケーリングされた変数 1 パラメータ：0 L （0 ガロン）を使用して下限校正ポイン

トの容量値を入力します。
 メニューパス：アプリケーション → センサ → スケーリングされた変数 → スケー

リングされた変数 1
3. 圧力値 2 パラメータ：45 kPa (6.75 psi) を使用して上限校正ポイントの圧力値を入力

します。
 メニューパス：アプリケーション → センサ → スケーリングされた変数 → 圧力値

2
4. スケーリングされた変数 2 パラメータ：1 000 l (264 gal) を使用して上限校正ポイン

トの容量値を入力します。
 メニューパス：アプリケーション → センサ → スケーリングされた変数 → スケー

リングされた変数 2
結果：0～1 000 l (0～264 gal) に対応する測定範囲が設定されます。この設定では、スケ
ーリングされた変数 1 パラメータ およびスケーリングされた変数 2 パラメータ のみが設
定されます。この設定は、電流出力には影響しません。
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ローフローカットオフ（平方根抽出）：
ローカットオフ パラメータにより、測定範囲下限値におけるポジティブゼロリターンを設
定できます。
必須条件：
• 測定変数により圧力に関する平方根抽出処理を行います。
• 出力電流 転送機能 パラメータで、開平(Square) オプションを設定します。

メニューパス：アプリケーション → センサ → Sensor configuration → 出力電流 転送機能
• ローカットオフ パラメータで、ローフローカットオフのスイッチオンポイントを入力し

ます（初期設定 5 %）。
メニューパス：アプリケーション → センサ → Sensor configuration → ローカットオフ

6%

5%

0% 0%

Q

Qmax

Q

Qmax

∆ ∆p p

  A0025191

• スイッチオンポイントとスイッチオフポイント間のヒステリシスは、常に最大流量値の
1 % です。

• スイッチオンポイントとして 0 % を入力した場合、ローフローカットオフは無効になり
ます。

PV 割当 パラメータで、圧力 オプションを選択する必要があります（初期設定）。
メニューパス：アプリケーション → センサ → スケーリングされた変数 → PV 割当
代替メニューパス：アプリケーション → HART 出力
設定単位もフィールドバスに出力されます。
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